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研究成果の概要（和文）：本研究は、ソーシャルメディア時代におけるメディア・リテラシー教育を実現する初
等教育のカリキュラム開発を行ったものである。具体的には、「ソーシャルメディアに関する学習内容」「社会
構成主義に関する学習理論導入の効果」「ICT環境下の指導方略」について検討し、教育プログラムを開発し
た。その結果、ソーシャルメディア時代におけるメディア・リテラシー教育を実現する小学校高学年用の教育プ
ログラムを開発することができ、実証実践を通じてその有効性を検証することができた。研究の成果は、書籍
『メディア・リテラシー教育―ソーシャルメディア時代の実践と学び（北樹出版）』として出版し、広く公開す
ることができた。

研究成果の概要（英文）：In this study, a curriculum for media literacy education at an elementary 
level was developed, to meet the needs of the social media age. More specifically, the education 
program was inspired by a consideration of the following: “educational content related to social 
media,” “the effectiveness of introducing educational theories related to social constructivism,”
 and “instruction strategies in an ICT environment.” Through this process, we developed a 
curriculum optimal for the use of students in the upper grades of elementary school, and tested its 
theoretical and practical efficacy. The results of this research were published by Hokuju Shuppan as
 Media Riterashi Kyoiku: Sosharu Media Jidai no Jissen to Manabi(Media Literacy Education: Practice 
and Learning in the Social Media Age), and have been circulated widely.

研究分野：メディア教育、教育工学

キーワード： メディア・リテラシー　ソーシャルメディア　教授・学習理論　ICT学習環境　カリキュラム開発
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１．研究開始当初の背景 
 メディア・リテラシーを育むメディア教
育の重要性は、一般に認識されるようにな
ってきている。しかし、教科には教科の学
習目標があるため、メディア教育の学習目
標を教科教育の中に設定することは困難な
場合も多い。そこで、2011〜2013年に京都
教育大学附属桃山小学校は、文部科学省の研
究指定を受け、初等教育における新教科「メ
ディア・コミュニケーション科」のカリキュ
ラム開発研究を行った。 
 申請者は、その研究に関わり、その後取り
組むべき３つの研究課題を明らかにした。
それは、「ソーシャルメディアに対応した学
習内容をカリキュラムに組み込むこと」「こ
れまでの教授・学習のスタイルを批判的に
見直すために、社会構成主義の学習理論を
取り入れること」「電子黒板、タブレット型
情報端末、デジタル教科書などをメディア
教育に活用する方法論を検討すること」で
ある。 
 このような経緯から、「情報端末と電子黒
板を連動させた教室環境を前提として、社
会構成主義の学習理論を取り入れた、ソー
シャルメディア時代に求められるメディア
教育を実現するカリキュラム開発を行う」
という本研究の着想に至った。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、ソーシャルメディア時代
におけるメディア・リテラシー教育を実現す
る初等教育のカリキュラム開発を行うこと
である。具体的には、次の 3点について取り
組むこととした。 
（１）ソーシャルメディアに関する学習の到
達目標とカリキュラム上の位置付けを明ら
かにする。その際、新教科設置を想定し、既
存教科と新教科で扱う内容の棲み分けを明
確にする。 
（２）メディア教育の実践において、社会構
成主義の学習理論を取り入れることが上記
の学習目標の到達にどのように寄与するか
を明らかにする。そのための実証実践を行い、
評価する。 
（３）情報端末と電子黒板を連動させた ICT
環境を用いて社会構成主義的な学習を促進
させるための指導方略を明らかにする。その
際、デジタル教科書などのあり方も含め検討
する。 
 
３．研究の方法 
 本研究は共同研究者を3チームに分けて遂
行し、その成果を集約し統合した。３つのチ
ームが担ったテーマは、「a.メディア・リテ
ラシーとソーシャルメディア」「b. メディ
ア・リテラシーと教授・学習理論」「c. メデ
ィア・リテラシーと ICT 学習環境」である。
これらの成果に基づいて、ソーシャルメディ
ア時代に求められるメディア教育を実現す
る初等教育（高学年）のカリキュラムを作成

することとした。 
 平成 25 年度は、文献調査を基盤としつつ
も、フィンランド等で海外視察インタビュー
調査を行うなど、学習内容に関する検討を進
めた。それと同時にICT環境の設計を行った。
平成 26 年度は、モデル実践の開発、学習理
論の整理、ICT 環境の整備に基づく実証実践
と実践研究を行った。平成 27 年度は、教科
間の棲み分けを検討するとともに、教育方法
の可能性とICT環境に求められる要件を明ら
かにして、カリキュラムの作成と評価を行っ
た。以上の研究の成果をまとめ、平成 28 年
度は、学会での意見交流、最終報告書として
書籍を出版するなど、広く成果の公開を行う
ことを計画した。 
 
４．研究成果 
 研究の結果、ソーシャルメディア時代にお
けるメディア・リテラシー教育を実現する小
学校高学年用の教育プログラムを開発する
ことができ、実証実践を通じてその有効性を
検証することができた。 
 具体的には、「各教科」と「メディア教育
に特化した教科」との棲み分けを検討した結
果、各教科で扱うことが難しい内容に関して
「メディア教育に特化した教科」の学習内容
を整理することができた。また、学習理論研
究に基づくメディア教育における教育方法
の可能性を検討した結果、有効な方法として
「オーセンティックな課題を設定する教育
方法」「疑似体験から学ぶ教育方法」「多様な
価値観の存在に触れる教育方法」「人の役に
立つことを活動目的とした教育方法」「失敗
から学ぶ実践的な教育方法」などがあること
を明らかにした。さらに、メディア教育にお
ける ICT 環境に求められる要件を整理した
結果、1人 1台タブレット環境におけるメデ
ィア教育を成立させるために、学校文化をど
のように形成するか検討することの重要性
を明らかにした。 
 これらの知見を統合して教育プログラム
と教材を開発・検証した。例えば、「擬似ニ
ュースサイト・動画共有サイトを教材として
用いて、ソーシャルメディアの特性について
学ぶ教育プログラム」「クラス内 SNSを活用
しながら SNS の特性とあり方について考え
る学習プログラム」「メディアの特性に関す
るクイズを作成するタブレット用のアプリ
を活用してメディアについて学ぶ教育プロ
グラム」などを開発し、実証実践を通じて、
その有効性を検証することができた。 
 数多く得られた研究の成果については、学
会での口頭発表、論文投稿を通じて公表して
きた。そして、その蓄積を「教育内容」「教
育方法」「授業設計」「学習環境」「教師教育」
といった観点からまとめ直し、集大成として
書籍『メディア・リテラシー教育―ソーシャ
ルメディア時代の実践と学び（北樹出版）』
を出版し、広く公開することができた。 
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